
西暦（元号）

棚
底
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
が
繰
り
返
さ
れ
た

内　　　容

棚底城の菩提寺と言われている大権寺に明俊禅尼
石塔ができる（天草最古の紀年石造物）。
大権寺に夫婦石塔できる。この頃には築城か。
天草・栖本・大矢野・志岐・長島氏が連合で上津浦
城を攻める。相良氏は上津浦氏を援助。
上津浦一族が棚底から下城する。初めて「棚底城」
が記録に現れる。
６月　上津浦から棚底に攻めかかり「藤河栫（地
名）」を破る。
11月　上津浦から棚底を攻め「さかたぬき（地名）」
を破る。
上津浦から棚底を攻める。
２月　上津浦から棚底を攻める。栖本勢３人討ち取
られる。
９月　島原の有馬勢の船200艘余りが上津浦に着
船。上津浦・志岐・有馬・大村・松浦氏らが栖本城を
攻める。天草で初めて鉄砲が使用される。
11月　相良氏の仲介で棚底は栖本氏から上津浦氏
に譲られる。
天草五人衆が出水へ行き、島津家への奉公を誓約。

1356（延文元年）

1383（永徳３年）
1532（天文元年）

1544（天文13年）

1556（弘治２年）

1558（永禄元年）
1560（永禄３年）

1579（天正７年）

棚底城関係年表

お お ご ん じ みょうしゅんぜんに

ふじかわのかこい
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国指定史跡 棚底城跡を紐解く
全力プレーで躍動！総合8位
～第74回熊本県民体育祭宇城地域大会～

平成30年度 決算報告
いきいき健康
くらしの情報
Amakusan SANTA Island
～みんなで楽しもう！冬の天草。～

海にうかぶ博物館 天草の自然通信
市民のひろば
みんなの広場
あまくさン
宝島のわだい
イベントカレンダー／天草の潮汐
休日在宅病・医院／水道修繕当番店
献血日程

勇気を持って相談を ―DV・児童虐待―

　
戦
国
期
の
天
草
は
、
天
草
・
志
岐
・

上
津
浦
・
栖
本
・
大
矢
野
の
い
わ
ゆ
る

「
天
草
五
人
衆
」
と
呼
ば
れ
る
地
方
領

主
が
分
割
統
治
し
て
い
ま
し
た
。

　
肥
後
南
部
の
大
名
相
良
氏
の
事
跡
を

記
し
た
「
八
代
日
記
」
に
、
1
5
4
4

年
ま
で
天
草
五
人
衆
の
う
ち
の
上
津
浦

氏
一
族
が
棚
底
城
に
在
城
し
て
い
た
と

Facebookマチイロ Instagram

問い合わせ先

牛  深☎2111・有  明☎1111
御所浦☎2111・倉  岳☎3111
栖  本☎3111・新  和☎2111
五  和☎1111・天  草☎1111
河  浦☎1111

天草市役所・市庁舎別館 ☎㉓1111
〒863-8631 天草市東浜町8番1号

支　所

本　庁

問い合わせ先

牛  深☎73-2111・有  明☎53-1111
御所浦☎67-2111・倉  岳☎64-3111
栖  本☎66-3111・新  和☎46-2111
五  和☎32-1111・天  草☎42-1111
河  浦☎76-1111

天草市役所 ☎23-1111
〒863-8631 天草市東浜町8番1号

支　所

本　庁

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
族
が
城

を
降
り（
理
由
は
諸
説
あ
り
）ラ
イ
バ
ル

で
あ
っ
た
栖
本
氏
が
占
拠
し
ま
す
。
元

の
城
主
で
あ
っ
た
上
津
浦
氏
は
城
を
取

り
返
す
た
め
に
栖
本
・
棚
底
方
面
へ
出

兵
を
重
ね
ま
す
。

　
1
5
6
0
年
の
栖
本
城
合
戦
の
後
、

相
良
氏
の
あ
っ
せ
ん
で
棚
底
城
は
栖
本

氏
か
ら
上
津
浦
氏
へ
返
還
さ
れ
ま
す
。

1
5
6
6
年
に
は
、
逆
に
栖
本

氏
が
棚
底
方
面
を
攻
め
、
棚
底

を
巡
る
争
い
が
継
続
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
八
代
日
記
の
記
録
が
こ
の
年

で
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の

棚
底
城
の
詳
細
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
1
5
7
9
年
に
は
、
天
草
五

人
衆
は
薩
摩
の
大
名
島
津
氏
に

服
属
し
、
こ
れ
に
よ
り
天
草
島

内
で
の
抗
争
が
終
結
し
ま
し

た
。

棚
底
城
跡
を

紐
解
く

国
指
定
史
跡

　あ

　と

●
歴
史
的
背
景
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天
草
で
最
も
高
い
山
〝
倉
岳
〞
か
ら
の
び
る
尾
根
筋
の
先
端
に
築

か
れ
た
戦
国
時
代
の
山
城
「
棚
底
城
」。
こ
の
棚
底
城
跡
は
、
平
成
21

年
７
月
に
市
で
初
め
て
の
国
指
定
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
国
指
定
10
周
年
を
迎
え
た
棚
底
城
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

主な内容Contents

11月号
令和元年

【問い合わせ先】
文化課☎32ｰ6784

こ
う
つ
う
ら

さ
が
ら

や
つ
し
ろ

※（　）内は前月比

79,914
37,554
42,360
36,955

（89減）
（47減）
（42減）
 （６減）

出生
死亡
転入
転出

42人
107人
100人
124人

９月30日現在

９月中の異動

人　口
男
女

世帯数

人のうごき

特集 棚底城跡を紐解く
国指定史跡



▲第１次発掘調査でⅠ郭から見つかった柱の穴

▲茶臼

▲熱を受けた陶磁器の破片。焼き討ちにあった可能性も

▲碁石

▲ベトナム産青花碗

棚底城跡から
出土した遺物

特集 棚底城跡を紐解く
国指定史跡

上
津
浦
氏
と
栖
本
氏
の

抗
争
の
舞
台

　

上
津
浦
氏
と
栖
本
氏
の

抗
争
の
舞
台

　

くるわ

かく

棚底城ってどんな城？
　棚底城跡は、東西約340ｍの
規模で標高約90ｍのⅠ郭からⅧ
郭まで曲輪が連続しています。Ⅰ
郭北には三重の堀と土塁が残り、
数ある天草の山城の中で特に重
厚な防御施設を誇る城です。
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Ⅵ郭Ⅵ郭 Ⅶ郭Ⅶ郭 Ⅷ郭Ⅷ郭Ⅰ郭Ⅰ郭堅堀堅堀 横堀横堀

切岸
(城壁）
切岸
(城壁）

堅堀堅堀
三重横堀三重横堀

堀切堀切

棚底川棚底川

棚底川棚底川

上揚集落へ
(大権寺遺跡・石垣群)
上揚集落へ
(大権寺遺跡・石垣群)

上揚交差点へ上揚交差点へ

駐車場駐車場

城後池城後池

史跡石柱史跡石柱

0 100m50m

　
史
料
記
録
が
少
な
く
、
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
棚
底
城
跡
。
平
成
14
年
に
倉

岳
町
誌
編
さ
ん
の
一
環
で
始
め
た
発
掘
調
査

で
状
況
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
す
。

　
城
の
中
枢
と
目
さ
れ
た
Ⅰ
郭
な
ど
で
、
岩

盤
に
掘
り
込
ま
れ
た
柱
の
穴
が
多
数
発
見
さ

▲第１次発掘調査時に撮影（平成14年度）

■
発
掘
調
査
で
大
発
見
！

れ
ま
し
た
。
ま
た
14
世
紀
後
半
か
ら
16
世
紀

後
半
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
陶
磁
器
の
破
片

も
1
、0
0
0
点
以
上
出
土
。
こ
れ
に
よ
り
、

館
が
何
度
も
立
て
替
え
ら
れ
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
生
活
面
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が

判
明
し
ま
す
。
出
土
遺
物
の
約
60
％
が
中
国

や
ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ
た
外
国
産
陶
磁
器
が
占

め
て
い
る
の
も
大
き
な
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　
棚
底
城
跡
は
有
名
な
武
将
の
城
で
は
な
く
、

群
を
抜
い
て
大
規
模
な
城
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
島
の
城
郭
と
し
て
時
代
ご
と
の
変

遷
が
は
っ
き
り
と
把
握
さ
れ
、
中
世
天
草
の

政
治
・
軍
事
の
変
遷
を
知
る
う
え
で
の
貴
重

な
遺
構
と
し
て
城
跡
そ
の
も
の
が
よ
く
保
存

さ
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、
国
の
史
跡
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
山
城
（
や
ま
じ
ろ
）】

　
山
城
と
は
、
山
に
築
か
れ
た
お
城
の
こ

と
。
山
を
削
り
、
盛
り
固
め
て
堀
や
土
塁
、

曲
輪
な
ど
で
造
成
さ
れ
、全
体
が
ほ
ぼ「
土
」

で
築
か
れ
て
い
ま
す
。
建
物
は
木
造
の
簡

単
な
も
の
で
、「
中
世
城
郭
」
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。

　
対
し
て
、
熊
本
城
な
ど
天
守
の
あ
る
お

城
を
「
近
世
城
郭
」
と
言
い
、
高
い
石
垣

に
広
大
な
水
堀
、
瓦
葺
き
の
建
物
な
ど
を

備
え
、
平
地
や
低
い
丘
に
築
か
れ
た
石
づ

く
り
の
城
で
す
。

【
郭
（
か
く
・
く
る
わ
）】

　
地
面
を
削
っ
て
平
ら
に
し
た
お
城
の
一

区
画
の
こ
と
。「
曲
輪
」
や
「
廓
」
も
く
る

わ
と
読
み
、
意
味
は
一
緒
で
す
。

【
堀
（
ほ
り
）】

　
地
面
に
溝
を
掘
っ
て
敵
が
侵
入
で
き
な

い
よ
う
に
し
た
も
の
。
内
部
に
水
を
張
っ

た
水
堀
と
水
の
無
い
空
堀
と
が
あ
り
、
山

城
の
堀
の
ほ
と
ん
ど
が
空
堀
で
す
。

　
土
塁
や
石
垣
に
対
し
て
平
行
に
掘
っ
た

堀
を
「
横
堀
」
と
い
い
、
本
丸
な
ど
の
曲

輪
に
侵
入
し
よ
う
と
す
る
敵
を
防
ぎ
ま
す
。

「
竪
堀
」
は
、
山
の
斜
面
（
等
高
線
）
に
対

し
て
直
角
に
掘
ら
れ
た
堀
の
こ
と
で
、
斜

面
を
登
っ
て
き
た
敵
の
横
移
動
を
防
ぐ
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　「
堀
切
」
は
、
曲
輪
と
曲
輪
を
独
立
さ
せ

る
た
め
や
、
山
の
尾
根
を
遮
断
す
る
た
め

に
掘
ら
れ
ま
し
た
。

み
ず
ぼ
り

た
て
ぼ
り

ほ
り
き
り

か
ら
ぼ
り

◇
お
城
用
語
解
説
◇

竪堀

水堀
空堀

堀切

横堀

曲輪 山城（中世城郭）近世城郭

天守や御殿

石垣

瓦葺きの礎石建物 板葺きの掘立柱建造物

土塁

見張りの櫓
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イ
ベ
ン
ト
情
報

と
　
き
　
11
月
９
日
㊏ 

午
後
１
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ
　
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
大
会
議
室
・
展
示
ホ
ー
ル
）

【
基
調
講
演
】

●「
天
草
最
大
の
激
戦
地
・
棚
底
城
ー

上
津
浦
・
栖
本
・
相
良
氏
と
棚
底

城
ー
」

　
講
師
：
稲
葉 

継
陽 

氏(

熊
本
大
学
永

青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
長
教
授)

●「
棚
底
城
の
構
造
と
特
徴
」

　
講
師
：
鶴
嶋 

俊
彦 

氏(

北
部
九
州
中

近
世
城
郭
研
究
会
会
員)

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　
棚
底
城
跡
の
整
備
と
活
用
に
つ
い

て
、
専
門
家
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
考
え

ま
す
。

【
特
別
展
示
】

　
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
15
世
紀
頃
の

ベ
ト
ナ
ム
産
陶
磁
器
な
ど
の
遺
物
と
取

り
組
み
な
ど
を
展
示
・
紹
介
。

問
文
化
課
☎
3
2ｰ

6
7
8
4

開
催
中
（
12
月
28
日
㊏
ま
で
）

と
こ
ろ
　
本
渡
歴
史
民
俗
資
料
館

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

と
　
き
　
11
月
30
日
㊏
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
展
示
ホ
ー
ル

講
　
演
　「
そ
れ
か
ら
の
大
矢
野
家
」

　
　
　
　
大
矢
野
種
康 

氏

　
　
　
　（
熊
本
花
園
大
矢
野
家
当
主
）

定
　
員
　
1
5
0
人
（
先
着
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
資
料
館
窓
口

で
前
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
本
渡
歴
史
民
俗
資
料
館
（
月
曜
休
館
）

☎
2
3ｰ

5
3
5
3

天
草
が
誇
る
戦
国
の
城
跡

　

〜
棚
底
城
跡
の
魅
力
を
活
か
す
〜

天
草
の
戦
国
時
代
展

棚
底
城
跡 

国
指
定

10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　発掘調査は、地元住民ら５人と
学芸員の計６人で進めています。
　３年目となる橋本さんは、「夏
の暑さや蚊との闘いだけど、経験
を重ねるごとに面白くなってきて
いる。掘っていても感覚の違いが
分かるようになってきた」と既に
ベテランの域。
　自宅のある西原村で遺跡発掘の
経験がある森永さん。ふるさとで
発掘調査があると知り興味津々で
調査員に応募した。「遺物が出て
くると楽しいし、どんな生活を
送っていたんだろうと想像力がか
きたてられる」と話し、休憩時間
も学芸員に質問していた。

　現在も発掘調査が続いている棚底城
跡。国指定史跡となってからは、発掘
する目的や方法、場所など国の許可を
得て行っています。
　８月から11月まで実施中の第７次発
掘調査ではⅠ郭西側の堀がどこまで続
いているのかをトレンチ調査というや
り方で行っています。

発掘調査
500年前の痕跡を求めて

調査員の

▲手順3 遺物や遺構を写真に撮
り、平面図や断面図を作成する

▲手順1 現代の土（表土）をはぐ

橋本仁志さん

調査員の
皆さん

森永恵美さん

▲手順2 移植ごてなどを使っ
て丁寧に掘り進め、重要な遺物
は出土位置や状況を記録し取り
上げる

▲今回の発掘調査では欠けていない土師器も出土。青磁な
ど100点を超える陶磁器や堀の状況が明らかとなった

は じ き

声

特集 棚底城跡を紐解く
国指定史跡

棚底城跡に
行ってみよう！

■棚底城跡を後世に伝える

　棚底城跡は山城なので、長袖に長ズボ
ン、運動靴やトレッキングシューズなど
山登りに行くような服装で出かけましょ
う。各所に設置してある解説板やパンフ
レットで遺構を確認しつつ、丘からの眺
望を楽しんで。
　城跡の周辺には、大権寺石塔群や防風
石垣群、コグリ（石造りの農業用水路）
といった文化財もあります。

　棚底城跡は、戦国時代の天草を今に伝え
る重要な遺跡です。
　遺跡の保存だけでなく、地域の歴史を学
ぶ場所として、分かりやすい遺構の展示や
除草管理を行い、城と海の関係を感じられ
る城郭からの眺望の整備を今後行っていく
予定です。

1 急斜面には簡易の階段があり、登りやすい 　2 登ってすぐのポストに
は案内パンフレットが入っています　3 各所に解説板を設置　

運動靴や
トレッキング
シューズ

長袖シャツ

長ズボン

手袋（軍手）

帽子

杖（ステッキ）

リュック

1 2

3

棚底城整備イメージ

大権寺石塔群
　棚底城跡の菩提寺跡
と言われ、南北朝時代
から戦国時代までの石
塔群が残っています。

コグリ
　棚底集落の地下に張
り巡らされている石づ
くりの農業用水。集落
各所で見られ、石垣の
下に開口している通水
口が目印。

防風石垣群
　棚底集落の家々の周
囲を取り囲む防風石垣
で100カ所ほどが現存
している。冬場の強烈
な北風（倉岳おろし）を
防ぐため築かれました。
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